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The Origin of Shozan (Yoshiatsu SATAKE)'s Figure of Double Spiral Staircase

 Hideyuki YOSHIMOTO

Summary

    Lord of Akita,Yoshiatsu Satake (1748-85) was known as his alias Shozan. Shozan was the 
founder of Akita ranga school of Western-style paintings. He had a great part in introducing 
Western linear perspective into Edo Japan not only by many Dutch-style paintings with his re-
tainer Naotake Odano, but also by his three treatises on Western painting techniques, “Painting 
Rules”, “Elements of Composition” and “On Western Paints”. “Elements of Composition” was 
followed by “Illustrations of Perspectives”, consisting of nine figures. The ninth figure depicted 
a double spiral staircase. 

The figure has attracted great interests of many scholars. A Historian of architecture, 
Bunji Kobayashi asserted that it was copied by Shozan from Joseph Moxon’s Practical Per-Practical Per-Practical Per
spective (London, 1670) in his article in 1973. This identification of its origin was reported by a 
newspaper and accepted by many historians of Japanese art.

Yasuhiko Isozaki made a criticism on the identification in his article in 1994 and Timon 
Screech made a guess that it was copied from an eighteenth-century Dutch edition of Vignola’s 
Le due regole della prospettiva pratica (Rome, 1583) without bibliographical data in his book in 
1996.

My investigation in this paper focused on the exact origin of the ninth figure. Comparing 
it with the figures included in about two hundreds of perspective writings in the early modern 
Europe made it clear that its origin was not Moxon(1670), but Hendrik Hondius’ Onderwysinge 
in de Perspective (S’Graven-Haghe, 1622).
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曙山の二重螺旋階段図の起源：画像の系譜学に向けて　吉本秀之 / The Origin of Shozan (Yoshiatsu 
SATAKE)'s Figure of Double Spiral Staircase, YOSHIMOTO Hideyuki

は
じ
め
に
：
ね
ら
い
と
方
法

　

こ
の
論
考
の
ね
ら
い
は
、
曙
山
の
二
重
螺
旋
階
段
図
の
起
源
探
求 

( Q
uellenforschung)

を
手
が
か
り
に
し
て
、
遠
近
法
図
の
系
譜
学
（
分
類

と
流
れ
の
整
理
）
を
試
み
る
こ
と
に
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
イ
コ
ン
は
、『
学
問
の
進
歩
』（
一
六
〇
五
）
に
お
い

て
、
人
間
の
思
想
が
系
譜
を
な
し
て
受
け
継
が
れ
る
様
子
を
次
の
よ
う
に

表
現
し
た
。

　
「
人
間
の
才
能
と
知
識
の
像
は
本
の
中
に
と
ど
ま
り
、
時
間
の
与
え
る

危
害
を
免
れ
、
絶
え
る
こ
と
の
な
い
更
新
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
像

と
呼
ぶ
の
も
適
当
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
の
も
の
は
絶
え
ず
生

み
出
し
、
他
人
の
心
の
中
に
種
を
蒔
き
、
あ
と
に
続
く
時
代
に
無
限
の
行

動
や
意
見
を
呼
び
起
こ
し
、
生
じ
さ
せ
る
原
因
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。1
」

　

思
想
は
、
言
葉
に
乗
り
、
言
葉
は
、
本
と
い
う
乗
り
物
に
よ
り
伝
え
ら

れ
る
。
ベ
イ
コ
ン
の
主
張
は
、
簡
単
に
は
こ
う
ま
と
め
ら
れ
る
。
思
想
史

と
い
う
学
問
は
、
そ
の
流
れ
、
す
な
わ
ち
系
譜
を
追
う
。
今
回
の
論
考
は
、

こ
の
思
想
史
の
方
法
を
画
像
に
適
用
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

　
曙
山
の
二
重
螺
旋
階
段
図
に
関
す
る
先
行
研
究

曙
山
の
二
重
螺
旋
階
段
図
の
起
源
：
画
像
の
系
譜
学
に
向
け
て

吉
本
秀
之

　

そ
の
画
像
と
し
て
は
、
曙
山
の
二
重
螺
旋
階
段
図
に
注
目
し
た
い
。

　

曙
山
の
二
重
螺
旋
階
段
図
は
、
日
本
美
術
史
の
研
究
者
の
間
で
注
目
を

浴
び
て
き
た
。
こ
こ
で
取
り
あ
げ
る
の
は
、
小
林
文
次
氏
の
論
文
「
曙
山

の
二
重
螺
旋
階
段
図
に
つ
い
て
」（
一
九
七
三
）2
に
端
を
発
す
る
研
究
の

流
れ
で
あ
る
。

　

小
林
文
次
氏
は
、
雑
誌
『
美
術
史
』
に
掲
載
し
た
論
文
で
、
秋
田
藩

主
で
画
家
で
も
あ
っ
た
曙
山
（
し
ょ
ざ
ん
）
の
号
で
知
ら
れ
る
佐
竹
義
敦

（
一
七
四
八
〜
一
七
八
五
） 

が
残
し
た
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
（
写
生
帖
）
に
あ

る
二
重
螺
旋
階
段
の
図
の
起
源
を
調
査
し
、
そ
れ
が
一
六
七
〇
年
に
ロ

ン
ド
ン
で
刊
行
さ
れ
た
ジ
ョ
ゼ
フ
・
モ
ク
ソ
ン
（Joseph M

oxon, 1627-
1700

）
の
著
書
『
実
用
透
視
画
法
』
の
中
の
第
35
図
の
写
し
で
あ
る
と
唱

え
た
。
小
林
氏
は
、
曙
山
の
図
を
モ
ク
ソ
ン
の
第
35
図
に
重
ね
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
そ
の
二
図
が
ま
っ
た
く
同
じ
形
と
大
き
さ
で
あ
る
こ
と
（
紙
の

自
然
的
縮
小
の
誤
差
の
範
囲
で
一
致
す
る
）
を
示
し
た
上
で
、
曙
山
が
下
図

の
上
に
半
透
明
の
紙
を
載
せ
、
ピ
ン
留
め
し
て
、
上
か
ら
な
ぞ
っ
て
描
い

た
図
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

　

こ
の
小
林
氏
の
主
張
は
、
驚
き
の
発
見
と
し
て
、
新
聞
（
朝
日
新
聞
昭

和
四
十
七
年
十
一
月
二
十
日
）3
に
取
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の

後
一
般
に
は
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

し
か
し
、
専
門
の
日
本
美
術
史
研
究
者
の
な
か
に
は
、
疑
問
を
提
示
す
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る
も
の
も
異
を
唱
え
る
も
の
も
い
た
。
私
の
見
る
と
こ
ろ
、
そ
う
し
た

人
々
も
お
互
い
の
研
究
を
参
照
せ
ず
に
、
散
発
的
に
異
を
唱
え
て
い
る
だ

け
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
回
私
の
探
求
は
、
先
行
研
究
に
関
し
て
、
で

き
る
だ
け
包
括
的
に
相
互
批
判
的
に
追
い
か
け
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

　

佐
竹
曙
山
の
専
門
家
、
成
瀬
不
二
雄
氏
は
、『
図
録
秋
田
蘭
画　

別
冊
』

（
一
九
七
四
）
掲
載
の
論
考
「
佐
竹
曙
山
の
西
洋
画
論
」4
で
、
小
林
氏
の

見
解
に
賛
同
し
た
。

　

図
学
の
専
門
家
、原
正
敏
氏
は
、中
山
茂
編『
幕
末
の
蘭
学
』（
一
九
八
四
）

所
収
の
論
考
「
画
学
」5
で
、や
は
り
、小
林
氏
の
見
解
に
賛
意
を
示
し
た
。

　

日
本
美
術
史
の
専
門
家
、磯
崎
康
彦
氏
は
、『
洋
学
史
研
究
』（
一
九
九
四
）

に
掲
載
し
た
論
文
「
秋
田
蘭
画
に
お
け
る
透
視
画
法
」6
で
、
小
林
氏
の

主
張
に
対
し
て
「
一
重
、
二
重
の
螺
旋
階
段
図
法
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
遠

近
画
法
書
に
お
い
て
珍
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
批
判
し
た
。
つ
ま

り
、
曙
山
の
二
重
螺
旋
階
段
図
が
形
と
大
き
さ
に
お
い
て
モ
ク
ソ
ン
の
も

の
と
一
致
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
曙
山
が
モ
ク
ソ
ン
の
図
を
模
写
し
た
と

は
言
い
切
れ
な
い
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
具
体
的
に
、
一
重
、
二
重
の

螺
旋
階
段
図
が
「
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ
の
み
な
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
建
築
家

ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
ル
ー
エ
・
デ
ュ
・
セ
ル
ソ
ー( Jaques A

ndrouet D
u 

C
erceau)

の
建
築
書
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
画
家
で
建
築
家
の
ヤ
ン
・
フ

レ
ー
ド
マ
ン
・
ド
ゥ
・
フ
リ
ー
ス( Jan V

redem
an de V

ries, 1527-1604) 
」

の
『
遠
近
画
法
』( Perspective)

に
も
見
ら
れ
る
」
と
可
能
な
原
図
を
列

挙
し
た
。

　

磯
崎
氏
の
批
判
の
二
年
後
、
イ
ギ
リ
ス
の
日
本
美
術
史
研
究
家
、
タ

イ
モ
ン
・
ス
ク
リ
ー
チ
氏
は
、
磯
崎
氏
の
批
判
に
は
言
及
せ
ず
に
、The 

W
estern Scientific G

aze and Popular Im
agery in Later Edo Japan 

( C
am

bridge, 1996)

な
ら
び
に
そ
の
翻
訳
『
大
江
戸
視
覚
革
命
：
十
八
世

紀
日
本
の
西
洋
科
学
と
民
衆
文
化
』（
一
九
九
六
）
に
お
い
て
、
小
林
氏

を
批
判
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
「
二
重
の
階
段
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
五
八
三
年
に

初
版
が
出
る
や
忽
ち
の
う
ち
に
ル
ネ
サ
ン
ス
建
築
の
規
則
書
の
古
典
の

ひ
と
つ
と
さ
れ
る
よ
う
に
い
た
っ
た
ジ
ャ
ー
コ
モ
・
ダ
・
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ

の
『
実
践
遠
近
法
規
則D

ue regole della prospettiva

』
に
と
り
あ
げ
ら

れ
て
か
ら
で
あ
る
。
義
敦
の
絵
も
、
ま
ち
が
い
な
く
十
八
世
紀
の
蘭
訳
本

( in an eighteenth-century D
utch edition)

と
し
て
日
本
に
入
っ
て
き
た
ヴ
ィ

ニ
ョ
ー
ラ
か
ら
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。7
」

　

ス
ク
リ
ー
チ
氏
は
、
曙
山
の
二
重
螺
旋
階
段
図
の
原
図
と
し
て
は
じ
め

て
、
小
林
氏
の
主
張
し
た
モ
ク
ソ
ン
と
は
別
の
起
源
を
提
示
し
た
。
つ
ま

り
、
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ
の
『
実
践
遠
近
法
規
則
』（
初
版
一
五
八
三
）
の
蘭

訳
だ
と
主
張
し
た
。
た
だ
し
、
す
ぐ
に
付
言
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
ヴ
ィ

ニ
ョ
ー
ラ
の
「
十
八
世
紀
の
蘭
訳
本
」
の
書
誌
を
挙
げ
て
お
ら
ず
、
実
際

に
は
、
蘭
訳
本
の
存
在
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
に
止
ま
る
。
も
っ
と
言
え

ば
、
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ
の
「
十
八
世
紀
の
蘭
訳
本
」
を
実
際
に
見
た
者
は
な

く
、
こ
れ
は
ま
っ
た
く
の
推
測
に
す
ぎ
な
い
。

　
『
洋
学
史
研
究
』（
一
九
九
四
）
に
お
い
て
疑
問
を
提
示
し
て
い
た
磯
崎

康
彦
氏
は
、
二
〇
〇
四
年
出
版
の
著
作
『
江
戸
時
代
の
蘭
画
と
蘭
書
︱
近

世
日
蘭
比
較
美
術
史
︱
』
上
巻

8
に
お
い
て
、
小
林
氏
の
仮
説
を
正
面
か

ら
取
り
上
げ
、
本
格
的
に
検
討
し
て
い
る
。
重
要
な
論
点
が
数
多
く
示
さ

れ
て
い
る
の
で
、
す
こ
し
長
く
な
る
が
引
用
し
よ
う
。

　
「
こ
の
時
期
、
英
書
の
将
来
は
ま
ず
考
え
に
く
い
。
し
か
し
こ
の
こ
と

よ
り
、
曙
山
が
、
モ
ク
ソ
ン
の
『
実
用
透
視
画
法
』
を
見
て
い
な
か
っ

た
こ
と
は
、
他
の
透
視
画
法
の
図
解
か
ら
証
明
で
き
る
。
前
述
し
た
よ
う

に
「
螺
旋
階
段
図
」
は
「
透
視
画
法
図
解
」
の
最
後
の
第
九
番
目
で
あ
っ
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た
。
こ
の
最
後
の
「
螺
旋
階
段
図
」
を
他
の
八
枚
の
説
明
図
と
関
係
な
く
、

曙
山
が
興
味
あ
る
一
枚
も
の
の
図
と
し
て
と
り
出
し
模
写
し
た
、
と
み
て

は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。・
・
・「
透
視
画
法
図
解
」
の
九
枚
は
相
互
に
関
連

し
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
図
解
が
同
一
蘭
書
か
ら
模
写
さ
れ
た
、
と
考
え

ら
れ
る
。・
・
・
曙
山
は
モ
ク
ソ
ン
書
を
見
て
い
な
か
っ
た
と
判
明
す
る
。

曙
山
は
、
モ
ク
ソ
ン
の
二
重
螺
旋
図
と
極
似
し
た
図
を
掲
載
す
る
蘭
書
か

ら
模
写
し
た
、
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。「
螺
旋
階
段
図
」
の
原
図

を
載
せ
た
蘭
書
は
、
曙
山
が
螺
旋
階
段
の
平
面
に
ふ
っ
た
七
か
ら
一
九
ま

で
の
番
号

︱
モ
ク
ソ
ン
の
図
で
は
、
1
か
ら
13
と
な
っ
て
い
る

︱
と

同
じ
数
字
の
つ
け
方
で
あ
っ
た
、
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
蘭
書
は
、
残
念

な
が
ら
書
名
を
確
定
で
き
な
い
が
、
モ
ク
ソ
ン
流
の
簡
単
で
実
用
的
な
透

視
画
法
図
で
あ
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。9
」

　

論
点
と
し
て
は
、
第
一
に
、
曙
山
の
活
躍
し
て
い
た
江
戸
期
に
英
書
が

日
本
に
舶
来
し
て
い
た
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
論
拠
か
ら
、
モ

ク
ソ
ン
説
を
否
定
す
る
。
第
二
に
、
曙
山
が
螺
旋
階
段
図
を
ス
ケ
ッ
チ

し
た
画
帳
に
戻
り
、
そ
こ
に
描
か
れ
る
「
透
視
画
法
図
解
」
九
図
の
お
互

い
の
関
連
性
を
指
摘
し
、
第
九
図
だ
け
が
英
書
か
ら
模
写
さ
れ
た
と
は
ほ

と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
否
定
的
論
拠
を
示
す
。
第
三
に
、
曙
山
の

螺
旋
階
段
の
平
面
図
に
振
ら
れ
た
数
字
に
着
目
し
、
そ
れ
が
モ
ク
ソ
ン
と

は
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、
曙
山
の
原
図
は
、
数
字
の
振
り
方
が
曙
山
の

振
り
方
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
推
理
し
、
そ
の
原
書

は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
で
書
か
れ
た
「
モ
ク
ソ
ン
流
の
簡
単
で
実
用
的
な
透
視

画
法
図
」
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
や
は
り
、
そ
の
蘭
書
そ
の
も
の
の
「
書
名
を
確
定
」
す
る
こ

と
は
で
き
て
い
な
い
。

　

一
編
の
論
考
と
し
て
、
曙
山
の
螺
旋
図
の
原
図
の
探
求
だ
け
で
は
弱
い

と
思
わ
れ
る
。
探
求
の
範
囲
を
画
像
史
と
し
て
も
う
す
こ
し
意
味
が
あ
る

よ
う
に
広
げ
て
お
こ
う
。

　

曙
山
か
ら
は
じ
め
よ
う

10
。
問
題
の
画
像
は
、『
写
生
帖
』
第
三
冊

（
一
七
七
八
年
執
筆
）
の
「
透
視
画
法
図
解
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

こ
に
は
全
部
で
九
点
の
図
が
あ
る
。
磯
崎
氏
が
言
う
と
お
り
、
こ
れ
は
ひ

と
つ
の
ま
と
ま
り
、
全
体
と
し
て
扱
う
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
透

視
画
法
図
解
」
は
「
画
図
理
解
」
と
い
う
曙
山
の
文
章
（
説
明
文
）
と
セ
ッ

ト
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
、
や
は
り
一
体
と
し
て
探
求
す
る
の
が
望
ま
し
い

で
あ
ろ
う
。

　

も
し
、
曙
山
の
活
動
し
た
時
期
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
書
物
で
、「
画
図

理
解
」
の
内
容
と
「
透
視
画
法
図
解
」
の
九
点
の
図
を
す
べ
て
含
む
も
の

が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
ほ
ぼ
確
実
に
曙
山
の
種
本
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
も
ち

ろ
ん
、種
本
は
一
冊
で
は
な
く
、複
数
の
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、「
画
図
理
解
」

と
「
透
視
画
法
図
解
」
の
質
量
か
ら
い
っ
て
そ
れ
ほ
ど
多
数
と
い
う
こ
と

も
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
側
の
遠
近
法
史
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
曙
山
の
時
代

ま
で
の
す
べ
て
の
遠
近
法
書
を
探
求
の
射
程
に
収
め
て
お
く
の
が
一
番

よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

磯
崎
康
彦
氏
に
倣
っ
て
、
モ
ク
ソ
ン
の
記
述
を
見
て
み
よ
う
。

　

磯
崎
康
彦
氏
は
、
モ
ク
ソ
ン
の
次
の
序
文
に
注
目
し
た
。「
透
視
画
法

は
、
必
要
か
つ
魅
力
的
で
あ
っ
て
、
私
は
イ
ギ
リ
ス
の
芸
術
家
に
便
宜
を

は
か
る
た
め
、
苦
心
し
て
『
実
用
透
視
画
法
』
を
執
筆
し
た
。
こ
の
種
の

も
の
は
、
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
・
セ
ル
リ
オ
を
除
い
て
英
語
で
出
版
さ
れ

て
い
な
い
か
ら
、私
は
な
お
さ
ら
こ
の
著
述
に
邁
進
し
た
。
セ
ル
リ
オ
は
、
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モクソンの二重螺旋階段図

ホンディウスの二重螺旋階段図 左図の下部拡大
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技
量
と
声
望
の
備
わ
っ
た
人
物
だ
が
、
元
来
か
れ
の
著
作
は
イ
タ
リ
ア
語

で
書
か
れ
て
お
り
、
ま
ず
オ
ラ
ン
ダ
語
に
翻
訳
さ
れ
、
そ
の
後
オ
ラ
ン
ダ

語
か
ら
英
語
に
訳
さ
れ
た
。11
」

　

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
そ
の
次
の
文
章
で
あ
る
が
、
磯
崎
康
彦
氏
の
訳

に
は
明
ら
か
な
誤
訳
が
あ
る
の
で
、
私
訳
で
示
そ
う
。

　
「
こ
の
書
に
お
い
て
私
は
、
自
分
自
身
で
図
を
す
べ
て
新
し
く
描
く
労

を
省
く
た
め
、
教
え
示
す
の
に
も
っ
と
も
有
用
な
図
版
を
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ

ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
、
ニ
セ
ロ
ン
、
ジ
ャ
ン
・
ク
ー
ザ
ン
、
デ
ザ
ル
グ
か
ら

借
用
し
た
。
と
く
に
多
く
を
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
か
ら
と
っ
た
が
、
ホ
ン
デ
ィ

ウ
ス
自
身
は
マ
ロ
ロ
ワ
か
ら
借
用
し
た
と
告
白
し
て
い
る
。12
」

　

こ
こ
で
モ
ク
ソ
ン
は
画
像
史
研
究
が
押
さ
え
て
お
く
べ
き
、
重
要
な
習

慣
を
告
白
し
て
く
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
時
代
、
他
者
の
著
作
か
ら

画
像
を
借
用
す
る
こ
と
は
一
般
的
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
文
章

に
関
し
て
、
著
作
権
の
発
想
は
あ
っ
た
が
、
著
作
権
保
護
の
法
令
が
最
初

に
定
め
ら
れ
る
の
は
十
八
世
紀
初
頭
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
図
版
に
関
し
て

は
、
文
章
よ
り
応
対
が
か
な
り
遅
れ
た
。

　

も
う
一
点
、
具
体
的
に
モ
ク
ソ
ン
が
採
用
し
た
遠
近
法
図
は
、
一
番

多
く
は
、
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
、
そ
し
て
、「
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
、

ニ
セ
ロ
ン
、
ジ
ャ
ン
・
ク
ー
ザ
ン
、
デ
ザ
ル
グ
」
ま
た
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
の

図
版
の
種
本
と
し
て
の
マ
ロ
ロ
ワ
か
ら
借
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　　

我
々
の
今
回
の
探
求
は
、
曙
山
の
「
透
視
画
法
図
解
」
九
点
の
図
を
対

象
と
す
る
が
、指
標
と
し
て
「
二
重
螺
旋
階
段
図
」
は
使
い
や
す
い
。「
二

重
螺
旋
階
段
図
」
か
ら
始
め
よ
う
。

　

私
は
、
も
っ
と
も
包
括
的
だ
と
思
わ
れ
る
先
行
研
究
に
よ
っ
て
、
ル

ネ
サ
ン
ス
か
ら
十
八
世
紀
初
頭
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
二
百
点
近
い
遠
近

法
／
透
視
画
法
に
関
す
る
著
作
に
当
た
っ
て
み
た

13
。
そ
の
調
査
の
一
々

を
記
す
の
は
あ
ま
り
に
手
間
が
か
か
る
。
こ
こ
で
は
結
果
だ
け
を
述
べ
よ

う
。

　

二
重
螺
旋
階
段
の
同
じ
立
面
図
と
平
面
図
の
組
合
せ
が
、
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー

ラ
の
『
実
践
遠
近
法
規
則
』（
一
五
八
三
）、
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
『
遠
近
法
教

程
』（
一
六
二
二
、一
六
二
五
、一
六
四
〇
）、
そ
し
て
モ
ク
ソ
ン
の
『
実
用
透

視
画
法
』（
一
六
七
〇
）
に
あ
る
。
図
そ
の
も
の
は
、
立
面
図
平
面
図
と

も
、
三
点
の
著
作
に
お
い
て
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
が
、
下
の
平
面
図
の

数
字
の
付
け
方
は
異
な
る
。
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ
（
一
五
八
三
）
の
場
合
、
右

か
ら
左
に
8
か
ら
19
へ
と
進
行
し
て
い
る
。
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
（
一
六
二
二
）

の
場
合
、
左
か
ら
右
に
７
か
ら
19
へ
と
進
行
し
て
い
る
。
モ
ク
ソ
ン

（
一
六
七
〇
）
は
、
数
字
の
付
け
方
を
変
更
し
、
左
か
ら
右
へ 

1
か
ら
13

へ
と
進
行
す
る
よ
う
に
数
字
を
振
っ
て
い
る
。
曙
山
の
場
合
、
漢
数
字
だ

が
、
左
か
ら
右
へ
７
か
ら
19
へ
進
行
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
数
字
の
振

り
方
に
お
い
て
、
曙
山
の
も
の
は
、
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
（
一
六
二
二
）
に
等

し
く
、
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
（
一
六
二
二
）
と
だ
け
同
じ
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
曙
山
の
二
重
螺
旋
階
段
図
は
、
モ
ク
ソ
ン
を
模
写
し
た
も

の
で
は
な
く
、
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
（
一
六
二
二
）
ま
た
は
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス

（
一
六
二
二
）
の
二
重
螺
旋
階
段
図
を
写
し
た
別
の
著
作
か
ら
写
さ
れ
た

と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
言
で
は
、ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス（
一
六
二
二
）

の
系
譜
に
属
す
る
遠
近
法
書
に
よ
っ
た
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

曙
山
の
「
画
図
理
解
」
並
び
に
「
透
視
画
法
図
解
」
と
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス

（
一
六
二
二
）
を
全
体
的
に
比
べ
て
み
よ
う
。
曙
山
が
二
重
螺
旋
図
以
外

に
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
（
一
六
二
二
）
か
ら
模
写
し
た
り
、
借
用
し
た
り
と
い

う
箇
所
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
曙
山
の
二
重
螺
旋
階
段
図
の
起

源
は
、
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
（
一
六
二
二
）
の
二
重
螺
旋
階
段
図
に
あ
る
と
言
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え
る
が
、
曙
山
が
「
画
図
理
解
」
と
「
透
視
画
法
図
解
」
を
記
す
際
、
手

元
に
お
い
て
図
を
模
写
し
た
種
本
そ
の
も
の
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
以
上
に
提
示
し
た
証
拠
に
よ
っ
て
は
ひ
と
つ
の
著
作
を
確
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　

今
一
度
、
曙
山
の
「
画
図
理
解
」
と
「
透
視
画
法
図
解
」
に
戻
ろ
う
。

曙
山
は
、「
透
視
画
法
図
解
」
に
お
い
て
九
つ
の
図
を
描
い
て
い
る
。
そ

れ
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
、
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

1
．
眼
力
所
尽
地
平
線
法
、
2
．
臨
之
法　

望
之
法
、
3
．
臨
之
図　

望
之
図
、
4
．
八
分
一
之
図
、
5
．
看
斜
平
円
之
法
、
6
．
画
八
方
之
法

　

看
斜
八
方
之
法
、
7
．
看
破
円
画
偏
円
之
法　

又
法
、
8
．
画
天
地
球

之
法　

同
法
、
9
．
螺
旋
階
段
図
。

　

こ
れ
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
見
て
い
こ
う
。

　
「
9
．
螺
旋
階
段
図
」
は
こ
の
段
落
で
は
触
れ
な
く
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
7
．
看
破
円
画
偏
円
之
法　

又
法
」
は
、
コ
ン
パ
ス
で
円
の
中
心
を
求

め
、
正
円
か
ど
う
か
を
見
抜
く
方
法
、
な
ら
び
に
定
規
で
円
の
中
心
を
求

め
て
、
正
円
か
ど
う
か
を
見
抜
く
方
法
で
あ
り
、
遠
近
法
と
は
と
く
に
関

係
は
な
い
。
幾
何
学
の
基
本
的
問
題
の
ひ
と
つ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
8
．
画
天
地
球
之
法　

同
法
」
は
、
地
球
の
経
度
と
緯
度
を
求
め
る
た

め
の
図
解
で
あ
り
、
こ
れ
も
、
遠
近
法
と
は
と
く
に
関
係
は
な
い
。
1
．

か
ら
6
．
の
六
点
が
遠
近
法
に
関
わ
る
図
と
言
え
る
。

　
「
1
．
眼
力
所
尽
地
平
線
法
」
は
、
視
力
の
尽
き
る
と
こ
ろ
（
見
え
な

く
な
る
と
こ
ろ
）
が
地
平
線
だ
と
し
て
、
地
平
線
と
消
失
点
の
み
を
描
い

て
い
る
。「
2
．
臨
之
法　

望
之
法
」
は
、
崖
の
上
か
ら
、
西
洋
人
が
四

本
同
じ
高
さ
の
同
一
間
隔
で
並
ん
だ
棒
を
見
下
す
図
と
、
同
じ
四
本
の
棒

を
棒
が
立
つ
の
と
同
じ
地
平
線
上
で
見
る
図
で
あ
る
。「
3
．
臨
之
図　

望
之
図
」
は
、
地
平
線
と
消
失
点
を
描
き
、
上
と
同
じ
く
四
本
並
ん
だ
棒

を
見
る
。
上
の
図
で
は
、
地
平
線
の
下
に
四
本
が
並
ぶ
（
崖
の
上
か
ら
見

た
場
合
）。
下
の
図
で
は
地
平
線
は
棒
の
上
か
ら
三
分
の
一
あ
た
り
に
来

る
（
同
じ
平
面
上
か
ら
見
た
場
合
）。「
4
．
八
分
一
之
図
」
は
、
立
っ
て

み
る
西
洋
人
の
周
り
に
円
を
描
き
、
視
線
よ
り
上
を
八
つ
の
区
画
に
分
け

る
。
そ
れ
を
す
こ
し
遠
方
の
棒
に
投
影
し
て
い
る
。
同
じ
視
角
の
場
合
、

上
に
行
く
ほ
ど
間
隔
が
広
く
な
る
こ
と
を
示
す
。「
5
．
看
斜
平
円
之
法
」

は
、
下
に
正
円
を
描
き
、
上
に
地
平
線
と
消
失
点
を
と
っ
て
、
円
の
遠
近

法
図
を
描
い
て
い
る
。
消
失
点
は
正
面
と
な
る
。
円
は
半
径
を
三
つ
（
直

径
を
六
つ
）
の
区
画
に
分
け
て
い
る
。「
6
．
画
八
方
之
法　

看
斜
八
方

之
法
」
の
場
合
、
上
の
図
は
八
角
形
の
描
き
方
。
下
の
図
は
、
5
．
と
同

じ
く
、
下
に
八
角
形
を
描
き
、
そ
の
上
に
二
消
失
点
と
地
平
線
を
と
り
、

八
角
形
の
遠
近
法
図
を
描
く
。

　
「
4
．
八
分
一
之
図
」
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
以
来
、
よ
く
描
か
れ
る
図
で

あ
り
、
も
ち
ろ
ん
分
け
方
は
、
八
つ
に
止
ま
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
。

5
．
の
円
の
遠
近
法
図
と
6
．
の
八
角
形
の
遠
近
法
図
も
初
期
の
遠
近
法

図
の
典
型
で
あ
り
、
多
く
の
遠
近
法
書
に
あ
る
。
1
．
か
ら
3
．
は
、
ほ

ん
と
う
に
線
遠
近
法
画
／
透
視
画
法
の
基
本
で
あ
り
、
2
．
と
3
．
の
類

似
の
画
像
が
描
か
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
1
．
は
、
非
常
に
珍
し
い
。

　

私
自
身
は
、
十
八
世
紀
半
ば
ま
で
の
遠
近
法
書
に
、
こ
の
九
図
が
揃
っ

て
い
る
の
を
見
つ
け
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
ま
た
遠
近
法
と
無
関
係

の
7
図
、
8
図
、
9
図
を
除
く
6
図
が
揃
っ
て
い
る
の
も
見
つ
け
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
1
図
に
類
似
の
図

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、9
図（
二
重
螺
旋
階
段
図
）

を
除
き
、
1
図
か
ら
8
図
の
ど
の
ひ
と
つ
と
し
て
ま
っ
た
く
同
じ
図
を
ル

ネ
サ
ン
ス
か
ら
初
期
近
代
の
代
表
的
遠
近
法
書
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
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2. 臨之法　望之法

４．八分一之図

5. 看斜平円之法 6. 画八方之法　看斜八方之法
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ホンディウスの遠近法図
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き
な
か
っ
た
。

　

7
図
、
8
図
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
数
学
、
幾
何
学
、
光
学
、

幾
何
光
学
の
初
等
的
教
科
書
や
辞
書
・
百
科
事
典
的
著
作
に
お
け
る
遠
近

法
の
説
明
か
ら
曙
山
は
、
こ
れ
ら
の
図
を
写
し
た
可
能
性
も
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
透
視
画
法
書
／
遠
近
法
書
よ
り
も
探
求
の
範
囲
を
広
く
と
る

必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

遠
近
法
書
出
版
史
概
略

　

こ
こ
で
、
曙
山
の
時
代
ま
で
の
西
洋
に
お
け
る
遠
近
法
書
の
歴
史
を
出

版
史
に
焦
点
を
あ
わ
せ
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
を
中
心
と
す
る
先
行
研
究
に

よ
っ
て
概
説
し
て
お
こ
う

14
。

　

十
五
世
紀
イ
タ
リ
ア
で
、
ブ
ル
ネ
レ
ス
キ( Filippo B

runelleschi, 1377-
1445)

や
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ( Leon B

attista A
lberti, 1404-1472) 

た
ち
が
線
遠

近
法
を
発
見
あ
る
い
は
再
発
見
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
著
作
と
し
て

は
、
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
が
『
絵
画
論
』（
一
五
四
〇
）
で
絵
画
に
お
け
る
線

遠
近
法
に
つ
い
て
記
し
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
ア
ル

ベ
ル
テ
ィ
は
『
絵
画
論
』
に
は
図
を
掲
載
し
な
か
っ
た
の
で
、
遠
近
法
の

作
図
法
と
作
図
例
に
関
し
て
は
『
絵
画
論
』
は
出
発
点
を
与
え
な
か
っ
た
。

　

遠
近
法
の
作
図
法
と
作
図
例
の
出
発
点
を
与
え
た
著
作
は
、（
画
家
ピ

エ
ロ
・
デ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ( Piero della Francesca, 1418?-1492)

の
『
絵

画
の
透
視
画
法
』
は
、
執
筆
が
一
四
七
二
〜
一
四
七
五
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る

が
、
出
版
が
一
八
四
一
年
に
な
っ
て
の
こ
と
な
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
）

ヴ
ィ
ア
ト
ー
ル
の
雅
称
で
し
ら
れ
る
ジ
ャ
ン
・
ペ
ル
ラ
ン( Jean Pélerin) 

の
『
人
為
的
透
視
図
法
』（
一
五
〇
五
）
で
あ
っ
た
。
テ
キ
ス
ト
に
八
葉
、

図
版
に
三
十
八
葉
を
あ
て
る
、
非
常
に
豊
か
な
透
視
画
法
の
図
例
を
含
む

著
作
で
あ
っ
た
。
図
例
の
大
半
は
、
建
物
の
内
部
と
外
観
を
透
視
図
に
描

く
も
の
で
あ
っ
た

15
。
透
視
図
を
描
く
方
法
と
し
て
、
眼
の
高
さ
と
水
平

線
（
水
平
な
平
行
直
線
群
の
消
失
点
は
必
ず
こ
の
水
平
線
に
集
ま
る
）
の
関
係

を
は
じ
め
て
明
確
に
示
し
た
点
が
こ
の
本
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
も
う

一
点
に
関
し
て
は
、
研
究
者
の
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ヴ
ィ

ア
ト
ー
ル
が
三
分
点
と
呼
ん
だ
点
で
あ
る
。
正
方
形
の
透
視
図
を
描
く
と

き
、
そ
の
ふ
た
つ
の
対
角
線
の
消
失
点
を
彼
は
こ
う
呼
ん
だ
が
、
こ
れ
が
、

距
離
点
と
み
て
よ
い
か
ど
う
か
に
関
し
て
、意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。（
私

の
今
回
の
研
究
目
的
に
関
し
て
、
こ
の
意
見
の
相
違
は
問
題
に
な
ら
な
い
。）

　

遠
近
法
図
は
、
原
理
的
に
は
と
て
も
簡
単
な
作
図
法
で
あ
る
。
視
点
、

画
面
、
対
象
の
三
点
を
考
え
た
と
き
、
決
ま
っ
た
固
定
的
視
点
か
ら
み

た
対
象
の
画
面
へ
の
投
射
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
現
実

に
、
具
体
物
を
正
確
に
遠
近
法
図
に
描
く
の
は
、
平
行
線
か
ら
な
る
建
物

以
外
で
は
な
か
な
か
に
や
っ
か
い
で
あ
り
、
実
際
に
描
く
技
法
と
作
図
例

が
ヴ
ィ
ア
ト
ー
ル
の
あ
と
多
く
の
指
南
書
で
示
さ
れ
た
。
基
本
的
に
そ
れ

は
、
正
統
作
図
法
（
コ
ス
ト
ル
ツ
ィ
オ
ー
ネ
・
レ
ジ
ッ
テ
ィ
マ costruzione 

legittim
a

）
と
距
離
点
法
の
二
つ
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ
の
『
透
視
図

法
の
ふ
た
つ
の
解
法
』（
初
版
一
五
八
三
年
）〔
ス
ク
リ
ー
チ
の
訳
者
は
『
実

践
遠
近
法
規
則
』
と
こ
の
書
名
を
訳
し
て
い
る
が
、
今
後
は
、
イ
タ
リ
ア

語
に
忠
実
に
こ
う
い
う
ふ
う
に
訳
す
〕
に
お
け
る
二
つ
の
解
法
と
は
、
こ

の
二
つ
の
作
図
法
を
指
し
て
い
た
。

　

ヴ
ィ
ア
ト
ー
ル
の
あ
と
、
ジ
ャ
ン
・
ク
ー
ザ
ン
の
一
五
六
〇
年
の
テ
キ

ス
ト
で
は
三
分
点
と
用
語
が
引
き
継
が
れ
、
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ
の
一
五
八
三

年
の
テ
キ
ス
ト
に
至
っ
て
、
そ
れ
が
距
離
点
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ



141

曙山の二重螺旋階段図の起源：画像の系譜学に向けて　吉本秀之 / The Origin of Shozan (Yoshiatsu 
SATAKE)'s Figure of Double Spiral Staircase, YOSHIMOTO Hideyuki

デューラーの実践的遠近法作図法　『計測法教本』(1525) より

視点＋画面＋対象物（平面）　Dubreuil(1642) 距 離 点 法（ 対 角線 利 用 ）による透 視 図　
Cerceau(1576)
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た
。

　

ま
た
、
ヴ
ィ
ア
ト
ー
ル
の
す
ぐ
あ
と
、
別
の
流
れ
の
遠
近
法
書
も
現
わ

れ
た

16
。
そ
の
出
発
点
は
、デ
ュ
ー
ラ
ー
の『
計
測
法
教
本
』（
一
五
二
五
年
）

で
あ
っ
た
。『
計
測
法
教
本
』
の
フ
ル
タ
イ
ト
ル
を
示
す
と
、『
定
規
と
コ

ン
パ
ス
に
よ
る
線
、
平
面
、
立
体
の
計
測
法
教
本
』
と
な
り
、
当
時
幾
何

学
と
考
え
ら
れ
て
い
た
主
題
に
関
し
て
の
一
般
的
教
本
で
あ
っ
た
。
透
視

図
法
は
、
こ
の
第
四
章
で
だ
け
扱
わ
れ
て
い
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
遠
近
法
書
の
大
き
な
流
れ
が
、
建
築
物
の
透
視
図
で
あ

る
。
こ
れ
は
セ
ル
リ
オ
の
著
作
『
建
築
六
書
』（
一
五
四
五
）
に
端
を
発
し
、

バ
ル
バ
ロ
の
『
実
践
遠
近
法
』（
一
五
六
九
）、
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ
の
建
築
と

絵
画
の
た
め
の
遠
近
法
書
『
透
視
図
法
の
ふ
た
つ
の
解
法
』（
一
五
八
三
）

へ
と
引
き
継
が
れ
た
。

　

別
の
流
れ
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
以
降
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の

著
作
の
出
版
地
で
あ
っ
た
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ク
を
中
心
に
生
じ
た
流
れ

で
あ
り
、
複
雑
な
立
体
を
描
く
た
め
の
幾
何
学
的
遠
近
法
の
系
譜
で
あ
っ

た
。

　

 

ま
と
め
る
と
、
ヴ
ィ
ア
ト
ー
ル 

の
あ
と
、
絵
画
や
比
例
、
建
築
、

幾
何
学
、
舞
台
背
景
の
よ
う
な
関
連
分
野
の
書
物
の
出
版
が
続
い
た
。

一
五
〇
〇
年
と
一
七
〇
〇
年
の
間
に
、
お
よ
そ
九
十
点
の
こ
の
種
の
書
物

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
で
出
版
さ
れ
た

17
。

　

代
表
的
な
も
の
を
年
表
と
す
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
。

ヴ
ィ
ア
ト
ー
ル
（
一
五
〇
五
）　
『
人
為
的
透
視
図
法
』

デ
ュ
ー
ラ
ー
（
一
五
二
五
）　
『
計
測
法
教
本
』

ヒ
エ
ロ
ヌ
ム
ス
・
ロ
ド
ラ
ー
（
一
五
三
一
）　
『
計
測
法
の
有
用
簡
便
教
書
』

セ
ル
リ
オ
（
一
五
四
五
）　
『
建
築
六
書
』　

ヘ
ル
マ
ン
・
リ
フ
（
一
五
四
七
）　
『
建
築
に
関
す
る
最
美
麗
最
必
須
の

数
学
的
機
械
学
的
技
法
』

ロ
ー
レ
ン
ツ
・
シ
ュ
ト
ア
ー
（
一
五
六
六
）　
『
透
視
法
と
幾
何
学
』

ジ
ャ
ン
・
ク
ー
ザ
ン
（
一
五
六
〇
）　
『
透
視
法
の
書
』

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ラ
ウ
テ
ン
ザ
ッ
ク
（
一
五
六
四
）　
『
コ
ン
パ
ス
と
定

規
の
正
し
い
使
用
法
、
遠
近
法
、
人
体
と
馬
の
比
例
の
教
書
』

ヨ
ハ
ネ
ス
・
レ
ン
カ
ー
（
一
五
六
七
）　
『
文
字
の
遠
近
法
』

ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
・
ヤ
ム
ニ
ッ
ツ
ェ
ル
（
一
五
六
八
）　
『
規
則
的
立
体
の

透
視
図
』

ダ
ニ
エ
ル
・
バ
ル
バ
ロ
（
一
五
六
八
）　
『
遠
近
法
の
実
践
』

ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
ル
ー
・
デ
ュ
・
セ
ル
ソ
ー
（
一
五
七
六
）　
『
実
践

的
遠
近
法
教
本
』

ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ
（
一
五
八
三
）　
『
透
視
図
法
の
ふ
た
つ
の
解
法
』

ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
シ
リ
ガ
ッ
テ
ィ
（
一
五
九
九
）　
『
遠
近
法
の
実
践
』

ギ
ド
バ
ル
ド
・
ブ
ー
ル
ボ
ン
・
デ
ル
・
モ
ン
テ
（
一
六
〇
〇
）　
『
遠
近

法
六
書
』

マ
ロ
ロ
ワ
（
一
六
一
九
）　
『
遠
近
法
：
理
論
と
実
践
』

ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
（
一
六
二
二
）　
『
遠
近
法
教
程
』

ボ
ッ
セ
（
一
六
六
四
）　
『
幾
何
学
と
同
様
な
透
視
図
の
描
き
方
に
つ
い

て
の
デ
ザ
ル
グ
氏
の
一
般
的
方
法
』（
フ
ラ
ン
ス
語
原
著（
一
六
四
八
）

の
ヨ
ハ
ン
・
バ
ラ
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
）

モ
ク
ソ
ン
（
一
六
七
〇
）　
『
実
用
透
視
画
法
』

ポ
ッ
ツ
ォ
（
一
六
九
三
）　
『
画
家
と
建
築
家
の
た
め
の
遠
近
法
』

ラ
イ
レ
ッ
セ
（
一
七
二
八
）『
大
画
法
書
』

ラ
イ
レ
ッ
セ
（
一
七
四
六
）『
絵
画
の
基
礎
』
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遠
近
法
画
像
の
系
譜
学
の
試
み

　

今
回
、
本
格
的
な
遠
近
法
画
像
の
系
譜
学
を
試
み
る
の
は
、
大
き
く
研

究
の
範
囲
を
超
え
る
。
焦
点
は
、
螺
旋
図
だ
け
に
絞
り
、
画
像
の
系
譜
を

追
い
か
け
て
み
よ
う
。

　

た
だ
し
、
ヴ
ィ
ア
ト
ー
ル
（
一
五
〇
五
）
か
ら
始
ま
り
、
十
八
世
紀
初

頭
（
テ
イ
ラ
ー
展
開
で
知
ら
れ
る
数
学
者
ブ
ル
ッ
ク
・
テ
イ
ラ
ー
の
線
遠
近
法

の
理
論
書
『
線
遠
近
法
す
な
わ
ち
あ
ら
ゆ
る
対
象
を
表
象
す
る
新
し
い
方
法
』

（
一
七
一
五
）
を
初
期
近
代
遠
近
法
理
論
＝
技
法
の
転
換
点
に
取
る
）
ま
で
の

遠
近
法
図
の
顕
著
な
特
徴
は
挙
げ
て
お
こ
う
。

　

京
都
の
三
十
三
間
堂
や
教
会
の
長
い
回
廊
な
ど
の
よ
う
に
、
画
面
に
対

し
て
、
垂
直
方
向
の
平
行
線
が
目
立
つ
対
象
物
は
、
遠
近
法
図
に
多
く
取

り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
遠
近
法
図
が
生
き
る
対
象
物
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。

　

ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
も
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
も
建
築
図
か
ら
は
じ
め
て
い
る
。
今

現
在
を
考
え
て
も
、
日
本
語
で
パ
ー
ス
と
い
う
言
葉
が
も
っ
と
も
よ
く
使

わ
れ
る
の
は
、
建
築
図
だ
と
言
え
よ
う
。

　

建
築
物
の
遠
近
法
図
は
、セ
ル
リ
オ
の
著
作（『
建
築
六
書
』（
一
五
四
五
））

が
大
き
な
も
の
を
出
し
、
そ
の
後
、
バ
ル
バ
ロ
の
遠
近
法
書
（『
実
践
遠

近
法
』（
一
五
六
九
））、
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ
の
建
築
と
絵
画
の
た
め
の
遠
近
法
書

（『
透
視
図
法
の
ふ
た
つ
の
解
法
』（
一
五
八
三
））
と
続
い
た
。
こ
の
流
れ
は
、

ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
の
建
築
書
の
復
刊
の
流
れ
と
合
流
し
、
そ
の
後
も

ず
っ
と
続
い
て
い
く
。

　

透
視
図
と
し
て
は
、
建
物
内
部
と
建
物
の
外
観
の
両
方
が
あ
り
、
建
物

の
内
部
の
場
合
も
外
部
の
場
合
も
人
間
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

我
々
か
ら
見
て
、
顕
著
に
多
い
と
感
じ
ら
れ
る
テ
ー
マ
に
は
、
コ
リ
ン

ト
式
や
イ
オ
ニ
ア
式
と
い
っ
た
円
柱
の
オ
ー
ダ
ー
が
あ
る
。
ま
た
日
本
で

言
え
ば
、
五
稜
郭
の
よ
う
な
複
雑
な
形
態
の
要
塞
も
好
ん
で
取
り
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。

　

舞
台
背
景
に
つ
い
て
は
、
贅
言
を
要
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。
建
物
や
風
景

等
、
舞
台
で
上
演
さ
れ
る
演
劇
の
品
目
に
応
じ
た
透
視
画
が
描
か
れ
た
。

　

絵
画
の
た
め
の
遠
近
法
と
い
う
言
葉
は
、
絵
画
対
象
を
考
え
た
と
き
、

あ
ま
り
に
も
広
範
囲
で
茫
漠
と
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
現
実

に
は
建
物
や
風
景
の
他
に
、
遠
近
法
図
を
実
際
に
描
く
の
に
手
引
き
を
必

要
と
し
た
多
角
形
や
円
や
多
面
体
、
複
雑
な
立
体
図
形
が
取
り
あ
げ
ら
れ

た
。
こ
の
方
面
で
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
著
作
を
出
し
た
ニ
ュ
ー
レ
ン
ベ
ル

ク
が
拠
点
と
な
り
、
ニ
ュ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
派
と
呼
べ
る
遠
近
法
書
を
数
多

く
出
版
し
た
。

　

純
粋
に
数
学
的
に
言
え
ば
、
透
視
画
法
は
立
体
を
平
面
に
う
つ
し
と

る
射
影
法
の
一
部
で
あ
る
。
パ
ッ
ポ
ス
『
数
学
集
成
八
巻
』（
一
五
八
八
）

の
ラ
テ
ン
語
訳
で
し
ら
れ
る
コ
マ
ン
デ
ィ
ー
ノ（
一
五
五
三
）や
ベ
ネ
デ
ッ

テ
ィ
（
一
五
八
五
）
が
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
の
透
視
画
作
成
法
の
幾
何
学
的
な

正
し
さ
を
証
明
し
た
あ
と
、
十
六
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
に
か
け

て
、
イ
タ
リ
ア
の
グ
イ
ド
バ
ル
ド
・
ダ
ル
・
モ
ン
テ
と
オ
ラ
ン
ダ
の
技
師

シ
モ
ン
・
ス
テ
ヴ
ィ
ン
が
透
視
画
法
の
規
則
を
数
学
的
に
よ
り
一
般
的
に

定
式
化
す
る
こ
と
を
始
め
た

18
。
十
七
世
紀
に
お
け
る
大
き
な
展
開
は
、

デ
ザ
ル
グ
に
よ
る
射
影
幾
何
学
の
基
本
概
念
の
定
式
化
で
あ
る
が
、
そ
の

完
成
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
時
の
ガ
ス
パ
ー
ル
・
モ
ン
ジ
ュ
の
画
法
幾
何
学

を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
か
っ
た
。

ま
と
め
：
螺
旋
図
の
系
譜

　

形
態
そ
の
も
の
へ
の
関
心
か
ら
、
螺
旋
そ
の
も
の
は
、
す
で
に
デ
ュ
ー
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ラ
ー
（
一
五
二
五
）
が
取
り
あ
げ
て
い
る
。

　

一
重
の
螺
旋
階
段
図
は
、
一
五
三
一
年
の
ロ
ド
ラ
ー
の
ド
イ
ツ
語
の
著

作
に
出
現
し
た
あ
と
、
多
く
の
遠
近
法
を
扱
っ
た
著
作
で
取
り
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。

　

二
重
螺
旋
階
段
図
は
、
一
五
八
三
年
の
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ
の
遠
近
法
書
に

出
現
し
、そ
の
左
右
逆
転
し
た
図
が
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
（
一
六
二
二
）
に
よ
っ

て
描
か
れ
、ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
の
図
を
モ
ク
ソ
ン（
一
六
七
〇
）が
借
用
し
た
。

　

借
用
に
際
し
、
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
と
モ
ク
ソ
ン
は
、
下
の
平
面
図
の
数
字

の
付
け
方
だ
け
を
変
更
し
た
。
前
に
触
れ
た
よ
う
に
、
曙
山
の
数
字
の
振

り
方
は
、
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス
（
一
六
二
二
）
に
よ
る
。

　

本
論
考
は
、
初
期
近
代
の
遠
近
法
書
約
二
百
点
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
図

と
、
曙
山
の
「
透
視
画
法
図
解
」
の
九
つ
の
図
を
比
較
し
、
曙
山
の
二

重
螺
旋
階
段
図
が
モ
ク
ソ
ン
（
一
六
七
〇
）
で
は
な
く
、
ホ
ン
デ
ィ
ウ
ス

（
一
六
二
二
）（
ま
た
は
、
こ
の
書
の
図
を
写
し
た
何
ら
か
の
書
物
）
を
写
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
が
、具
体
的
に
曙
山
が
「
透
視
画
法
図
解
」

を
執
筆
し
、
図
を
模
写
す
る
と
き
に
手
元
に
お
い
た
書
物
を
特
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
探
求
の
過
程
で
、
遠
近
法
図
の
系
譜
関

係
に
関
し
て
一
定
の
見
通
し
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
た
と
言
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。

　

謝
辞
：
こ
の
研
究
は
、科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
研
究
代
表
者
：

橋
本
毅
彦　

東
京
大
学
教
授
）「
科
学
技
術
医
学
に
お
け
る
図
像
の
制
作
と

利
用
に
関
す
る
歴
史
研
究
」（16K01158

）
の
補
助
を
受
け
て
い
ま
す
。

注
と
文
献

1　

F
・
ベ
イ
コ
ン
『
世
界
の
名
著
25　

ベ
ー
コ
ン
』（
成
田
成
寿
訳
、
中
央
公
論
社
、

一
九
七
九
）
三
一
四
頁
。

2　

小
林
文
次
「
曙
山
の
二
重
螺
旋
階
段
図
に
つ
い
て
」『
美
術
史
』
二
十
二
（
四
）

（
一
九
七
三
）
一
〇
五
︱
一
一
一
頁
。

3　

小
林
文
次
「
バ
ロ
ッ
ク
と
江
戸
建
築

︱
会
津
さ
ざ
え
堂
の
原
流
」
朝
日
新
聞
昭

和
四
十
七
年
十
一
月
二
十
日
。

4　

成
瀬
不
二
雄
「
佐
竹
曙
山
の
西
洋
画
論
」『
図
録
秋
田
蘭
画　

別
冊
』（
一
九
七
四
）

二
〇
︱
二
五
頁
。

5　

原
正
敏
「
画
学
」
中
山
茂
編
『
幕
末
の
蘭
学
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
四
）

二
〇
五
︱
二
二
三
頁
。
三
輪
英
夫
『
日
本
の
美
術327 

小
田
野
直
武
と
秋
田
蘭
画
』

（
至
文
堂
、
一
九
九
三
）
五
三
頁
で
も
、
筆
者
の
三
輪
氏
は
、
何
の
疑
い
も
な
く
小

林
氏
の
モ
ク
ソ
ン
説
を
採
用
し
て
い
る
。

6　

磯
崎
康
彦「
秋
田
蘭
画
に
お
け
る
透
視
画
法
」『
洋
学
史
研
究
』十
一
巻（
一
九
九
四
）。

7　

タ
イ
モ
ン
・
ス
ク
リ
ー
チ
『
大
江
戸
視
覚
革
命
：
十
八
世
紀
日
本
の
西
洋
科
学
と

民
衆
文
化
』
田
中
優
子
・
高
山
宏
訳
（
一
九
九
六
）
四
五
四
︱
四
五
六
頁
。Tim

on 

Screech, The W
estern Scientific G

aze and Popular Im
agery in Later Edo Japan 

(C
am

bridge, 1996)

。
ス
ク
リ
ー
チ
が
モ
ク
ソ
ン
に
代
え
て
主
張
す
る
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー

ラ
は
、
す
で
に
小
林
氏
が
一
九
七
三
年
の
論
文
で
指
摘
し
て
い
る
。
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ

の
描
く
二
重
螺
旋
階
段
図
は
、
左
回
り
に
上
昇
す
る
が
、
モ
ク
ソ
ン
の
も
の
は
右

回
り
に
上
っ
て
い
る
と
い
う
差
異
が
あ
る
。
他
に
、Tim

on Screech, “The M
ean-

ing of W
estern Perspective in Edo Popular C

ulture,” Archives of Asian Art, 

47(1994), pp. 58-69 

は
、
江
戸
の
遠
近
法
に
関
し
て
明
晰
な
特
徴
付
け
を
行
っ
て

い
て
、
有
用
で
あ
る
。 

8　

磯
崎
康
彦
『
江
戸
時
代
の
蘭
画
と
蘭
書
︱
近
世
日
蘭
比
較
美
術
史
︱
』
上
下
巻
、
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ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
四
︱
二
〇
〇
五
。

9　

磯
崎
康
彦
『
江
戸
時
代
の
蘭
画
と
蘭
書
︱
近
世
日
蘭
比
較
美
術
史
︱
』
上
巻

（
二
〇
〇
四
）
二
六
二
︱
二
六
三
頁
。

　

磯
崎
氏
の
研
究
の
あ
と
、
日
本
美
術
史
を
中
心
に
比
較
文
化
史
を
専
門
と
す
る
稲
賀

繁
美
氏
も
こ
の
問
題
を
扱
っ
た
。
稲
賀
繁
美
「
西
洋
舶
来
の
書
籍
情
報
と
徳
川
日

本
の
視
覚
文
化
の
変
貌
」『
日
本
研
究
：
国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
三
十
一

（
二
〇
一
五
）
一
三
︱
四
六
頁
。

10　

武
塙
林
太
郎
、
太
田
桃
介
、
成
瀬
不
二
雄
『
図
録
秋
田
蘭
画
』
三
一
書
房 

、

一
九
七
四
。
こ
の
書
物
は
、 
図
録
と
別
冊
か
ら
な
る
。
成
瀬
不
二
雄
「
佐
竹
曙
山

の
西
洋
画
論
」『
図
録
秋
田
蘭
画　

別
冊
』
二
〇
︱
二
五
頁
が
我
々
の
主
題
と
な

る
曙
山
の
「
画
図
理
解
」
と
「
透
視
画
法
図
解
」
を
扱
っ
て
い
る
。
成
瀬
不
二
雄

『
佐
竹
曙
山 : 

画
ノ
用
タ
ル
ヤ
似
タ
ル
ヲ
貴
フ
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
四
）

一
二
四
︱
二
八
頁
に
も
佐
竹
曙
山
の
「
画
図
理
解
」
の
附
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

曙
山
の
「
画
法
綱
領
」
と
「
画
図
理
解
」
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
二
年
の
次
の
研

究
が
あ
る
。
西
村
貞
「
佐
竹
曙
山
の
西
洋
畫
論
」『
大
和
文
華
』
六
（
一
九
五
二
）

三
八
︱
四
七
頁
。

　

秋
田
蘭
画
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
六
年
か
ら
二
〇
一
七
年
に
か
け
て
サ
ン
ト
リ
ー
美

術
館
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
の
図
録
が
『
世
界
に
挑
ん
だ
７
年　

小
田
野
直
武
と
秋

田
蘭
画
』（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
二
〇
一
七
）
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

11　

磯
崎
康
彦
訳
、
磯
崎
康
彦
『
江
戸
時
代
の
蘭
画
と
蘭
書 

︱
近
世
日
蘭
比
較
美
術
史

︱
』
上
巻
（
二
〇
〇
四
）
二
五
九
︱
二
六
〇
頁
。

12　

Joseph M
oxon,  Practical Perspective: or, perspective m

ake easie, London, 

1670, Preface, no pag. 

モ
ク
ソ
ン
が
使
っ
た
と
い
う
著
作
は
、
次
の
と
お
り
。

　

Sebastian Serlio, I sette libri dell’architettura or Tutte l’opere d’architettura et 

prospetiva, V
inegia, 1600. 

こ
の
セ
ル
リ
オ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
は
、Sebastian Ser-

lio, D
e vijf boeken van architecturen Sebastiani Serlii, A

m
sterdam

, 1606. 

そ

の
英
訳
は
、Sebastian Serlio, The Five Books of Architecture, London, 1611.

　

デ
ュ
ー
ラ
ー
は
、A

lbrecht D
ürer, U

nterw
eisung in der M

essung m
it Zirkel 

und Richtscheit, N
ürnberg, 1525. 

ニ
セ
ロ
ン
は
、Jean N

iceron, La perspective 

curieuse, Paris, 1638. 

ジ
ャ
ン
・
ク
ー
ザ
ン
は
、Jean C

ousin, Livre de Perspec-

tive, Paris, 1560.  

デ
ザ
ル
グ
は
、A

braham
 B

osse, Algem
eene m

anier van de H
r. 

G
irard D

esargues, tot de practyk der perspectiven, gelyk tot die der m
eet-kunde, 

m
et de kleine voet-m

aat : m
itsgaders der plaatsen, en proportien van de sterke 

en flaauw
e rakingen, of kleuren, translated into D

utch by J. B
ara, 1664.  

ホ
ン

デ
ィ
ウ
ス
は
、H

endrik H
ondius, O

nderw
ysinge in de Perspective, S’G

raven-

H
aghe, 1622 ; H

endrik H
ondius, Instruction en la science de perspective, den 

H
aag, 1625. 

マ
ロ
ロ
ワ
は
、Sam

uel M
arolois, Perspective contenant la théorie 

et pratique, A
m

sterdam
, 1619.  

13　

遠
近
法
／
透
視
画
法
に
関
す
る
も
っ
と
も
包
括
的
な
書
誌
的
研
究
は
、
古
い
も
の

で
は
、L. Vagnetti, D

e naturali et artificiali perspectiva : bibliografia ragionata 

delle fonti teoriche e delle ricerche di storia della prospettiva : contributo alla 

form
azione della conoscenza di un’idea razionale, nei suoi sviluppi da Euclide 

a G
aspard M

onge 

︱ Edizione della C
attedra di com

posizione architettonica IA
 

di Firenze e della L.E.F., 1979. 

︱ (Studi e docum
enti di architettura) 

、
新
し
い

も
の
で
は
、K

irsti A
ndersen, The geom

etry of an art : the history of the m
ath-

em
atical theory of perspective from

 Alberti to M
onge, Springer, 2007 

で
あ
る
。 

私
の
今
回
の
研
究
の
書
誌
的
部
分
は
、
中
心
的
に
は
情
報
が
と
て
も
よ
く
整
理
さ
れ

て
い
る
ア
ン
デ
ル
セ
ン
に
依
拠
し
た
。

　

 
二
百
点
を
調
査
し
た
と
い
う
の
は
、
中
心
的
な
九
十
点
の
遠
近
法
の
著
作
の
他
に
、

初
等
的
透
視
画
法
に
つ
い
て
言
及
の
可
能
性
の
あ
る
周
辺
の
著
作
ま
で
捜
査
範
囲
を

広
げ
た
せ
い
で
あ
る
。
ラ
イ
レ
ッ
セ
『
大
画
法
書
』（
一
七
二
八
）
な
ど
、
邦
語
の

先
行
研
究
に
よ
っ
て
江
戸
時
代
の
日
本
に
舶
来
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
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書
物
の
す
べ
て
、
ハ
リ
ス
の
『
技
術
事
典
』（
一
七
〇
四
、一
七
一
〇
）
等
十
八
世

紀
中
盤
ま
で
の
代
表
的
な
百
科
事
典
的
著
作
、
透
視
画
を
描
く
技
法
と
し
て
は
お

そ
ら
く
十
七
世
紀
の
ピ
ー
ク
と
称
し
て
よ
い
ポ
ッ
ツ
ォ
の
『
画
家
と
建
築
家
の
た

め
の
透
視
画
法
』
二
巻(

ロ
ー
マ
、
一
六
九
三
、一
六
九
八)

の
中
国
語
版
『
視
学
』

（
一
七
二
九
、一
七
三
五
）（
任
繼
癒
主
編
『
中
國
科
學
技
術
典
籍
通
彙　

数
学
編
』

河
南
教
育
出
版
社
、
一
九
九
三
、
第
四
分
冊
所
載
）、
さ
ら
に
は
有
名
な
キ
ル
ヒ
ャ
ー

の
『
光
と
影
の
大
い
な
る
技
』（
一
六
四
六
）
な
ど
透
視
画
法
の
解
説
を
含
む
著
作

ま
で
調
査
し
た
。

14　

K
. A

ndersen, The geom
etry of an art, Springer, 2007.

15　

ジ
ャ
ン
・
ペ
ル
ラ
ン
・
ヴ
ィ
ア
ト
ー
ル
（
渡
辺
一
夫
編
）『
ヴ
ィ
ア
ト
ー
ル
の
透
視

図
法
一
五
〇
五
』 （
ア
ー
ル
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ン
叢
書 

空
間
の
発
見 

一
）
横
山
正
解
説
・

翻
訳
・
製
図
、
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
、
一
九
八
一 

。
こ
の
書
に
お
け
る
建
築
学
者
横
山

正
氏
の
解
説
は
、
図
学
や
画
法
と
し
て
の
透
視
画
に
つ
い
て
の
正
確
な
理
解
に
基
づ

く
貴
重
な
貢
献
で
あ
る
。

16　

Lyle M
assey, “Fram

ing and M
irroring the W

orld” in John Jeffries M
artin (ed.), 

The Renaissance W
orld, N

ew
 York: R

outledge, 2007 ; Jeanne Peiffer, “Projec-

tions Em
bodied in Technical W

ritings”, in W
olfgang Lefèvre (ed.), Picturing 

M
achines 1400-1700 (C

am
bridge, M

ass., 2004): 245-275 ; W
olfgang Lefèvre, 

“The Em
ergence of C

om
bined O

rthographic Projections”, in W
olfgang Lefèvre 

(ed.), Picturing M
achines 1400-1700 (C

am
bridge, M

ass., 2004): 209-243 ; M
ar-

tin K
em

p, The Science of Art, N
ew

 H
aven and London, 1990 ; S. D

upré, “The 

historiography of perspective and reflexy-const in netherlandish art,” N
eder-

lands K
unsthistorisch Jaarboek 61(2011): 35-60 ; A

gnes Verw
ij, “Perspective in 

a box,” N
exus N

etw
ork Journal, 12(2010): 47-62. 

　

 

邦
語
文
献
と
し
て
は
、
池
上
英
洋
氏
が
遠
近
法
の
作
図
法
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
を

行
っ
て
い
る
。
池
上
英
洋
「
ア
ン
ド
レ
ア
・
ポ
ッ
ツ
ォ
の
遠
近
作
図
法

︱
そ
の

特
質
と
意
義

︱
」『
美
術
史
』
四
十
四
（
一
九
九
五
）
二
〇
〇
︱
二
一
九
頁
。
池

上
英
洋
「
ポ
ッ
ツ
ォ
の
『
画
家
と
建
築
家
の
た
め
の
遠
近
法
』
に
つ
い
て
」『『
中

国
の
洋
風
画
』
展 : 

明
末
か
ら
清
時
代
の
絵
画
・
版
画
・
挿
絵
本
』（
一
九
九
五
）

四
四
七—

四
七
一
頁
。
池
上
英
洋
「
レ
オ
ナ
ル
ド
と
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
ラ

︱
遠
近
法
の

ふ
た
つ
の
血
脈

︱
」『
恵
泉
女
学
園
大
学
紀
要
』
十
八
（
二
〇
〇
六
）
一
六
三
︱

一
八
三
頁
。
池
上
英
洋
「
工
業
デ
ザ
イ
ン
と
遠
近
法
：
デ
ィ
セ
ー
ニ
ョ
の
技
法
と
概

念
の
成
立
に
お
け
る
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
寄
与
」『
恵
泉
女
学
園
大
学

紀
要
』
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
一
二
七
︱
一
四
八
頁
。
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K
. A

ndersen, The geom
etry of an art, Springer, 2007 

の
巻
末
に
付
さ
れ
た
文
献

表
で
数
え
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ど
こ
ま
で
を
透
視
画
法
／
遠
近
法
書
と
す
る
の
か
、
ま

た
、
同
一
の
言
語
で
の
異
な
る
版
や
他
言
語
へ
の
翻
訳
を
ど
う
数
え
る
の
か
で
数
は

変
わ
っ
て
く
る
。
九
十
点
と
い
う
の
は
お
お
よ
そ
の
数
だ
と
理
解
し
て
ほ
し
い
。
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Jeanne Peiffer, “Projections Em
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olfgang 
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am
bridge, M
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olfgang Lefèvre (ed.), “The Em

ergence of C
om

bined O
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Projections”, in W
olfgang Lefèvre (ed.), Picturing M

achines 1400-1700 (C
am

-

bridge, M
ass., 2004): 209-243. 

ヨ
ー
ゼ
フ
・
Ｔ
・
デ
ヴ
レ
ー
ゼ
＆
ヒ
ー
ト
・
ヴ
ァ

ン
デ
ン
・
ベ
ル
ヘ
『
科
学
革
命
の
先
駆
者
シ
モ
ン
・
ス
テ
ヴ
ィ
ン
』
山
本
義
隆
監
訳
、

中
澤
聡
訳
、
朝
倉
書
店
、
二
〇
〇
九
。
こ
の
書
は
、
第
九
章
「
透
視
画
法
理
論

︱

「
視
覚
論
に
つ
い
て
」」
で
ス
テ
ヴ
ィ
ン
の
透
視
画
法
を
取
り
上
げ
て
い
る
。Sim

on 

Stevin, Vande D
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uidobaldo dal M
onte, Perspectivae libri 

sex, 1600.




